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＜模範解答＞ 

地域共生社会を実現するためには，高齢者を単に支援を受ける存在として捉えるのでは

なく，地域の中で役割を持ちながら生活する一人の住民として支えていく視点が重要であ

る。特に独居高齢者は，身体機能の低下だけでなく，孤独感や社会的孤立を抱えやすいため，

地域全体で支え合う仕組みづくりが必要であると考える。 

まず重要なのは，地域の中で自然に人と関われる居場所づくりである。例えば，地域サロ

ンや体操教室，買い物支援を兼ねた交流活動などを通し，独居高齢者が無理なく地域住民と

つながれる機会を増やすことが必要である。その際，単にサービスを提供するだけではなく，

誰かと話すことや役割を持つといった関係性を築くことが，安心した生活につながると考

える。 

また，高齢者自身が地域の支えとなる視点も重要である。高齢者が子どもの見守り活動や

地域行事へ参加したり，知恵や経験を地域に伝えたりする活動などに関わることで，生きが

いや自己肯定感の向上にもつながる。地域共生社会では，支える側と支えられる側を分ける

のではなく，互いに支え合う関係づくりが求められる。 

さらに，福祉専門職や地域住民，行政，医療機関などが連携し，日頃から情報共有できる

体制も必要である。特に独居高齢者は，小さな体調変化や生活の異変が深刻な問題につなが

ることもあるため，地域全体で見守ることが重要である。最近では，ICT 機器を活用した見

守りも進んでいるため、機器の活用も重要である。 

このように，独居高齢者が地域で安心して暮らし続けるためには，地域の中で孤立を防ぎ，

高齢者自身も役割を持ちながら支え合える関係づくりが重要である。地域全体で共に生き

るという意識を持つことが，地域共生社会の実現につながると考える。また，そのような地

域づくりは，誰もが安心して暮らせる社会の形成にもつながる。 


